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生　徒　募　集

9～11月入会でこの広告ご持参の方、入会金無料（通常5000円）
※講座内容、受講料等は電話・HPでご確認ください。

中川ミュージックスクール
秋の無料体験実施中！

検索中川ミュージックスクール

精華町下狛林前２７(府道沿い下狛郵便局南200ｍ東側）
お問合せ　TEL ９４－３３６３

広 告　

掲載します 貴社のPR
　本誌に貴社の広告を掲載しませんか。3.8×5.7㌢で１回
１万円、3.8×11.7㌢で１回２万円です。詳しくは下記へ。
ｑ企画調整課�広報係ｔ95－1900

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

し
ま
す
！

医
療
費
助
成 

申
請
を

昭
和
27
年
10
月
生
ま
れ
の
方
へ

　

町
で
は
、
65
～
69
歳
で
要
件
を
満
た
す
方

に
、
医
療
費
（
保
険
適
用
分
）
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
【
注
】。

　

申
請
期
間
は
９
月
11
日
㈪
～
15
日
㈮
の
平

日
。
申
請
が
遅
れ
る
と
受
給
者
証
の
使
用
開
始

日
も
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
注
】
対
象
者
に
は
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

ｑ�

国
保
医
療
課
医
療
係
ｔ
95

−

１
９
２
９

不
妊
治
療
な
ど
に
助
成

　
町
や
京
都
府
で
は
、
不
妊
治
療
や
不
育
治
療

な
ど
、
特
定
不
妊
治
療
に
か
か
っ
た
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

町
の
助
成

▼
対
象
と
な
る
治
療

　
①
一
般
不
妊
治
療

　
　
保
険
適
用
の
あ
る
治
療
と
、
人
工
授
精

　
②
不
育
治
療
な
ど

　
　

�

流
産
や
死
産
を
繰
り
返
す
「
不
育
症
」
の

原
因
検
査
や
治
療
（
い
ず
れ
も
保
険
適
用

の
あ
る
も
の
）

▼
対
象
者

　

�

京
都
府
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
民
登
録

し
、
治
療
日
時
点
で
精
華
町
に
住
民
登
録
し

て
い
る
夫
婦
（
事
実
婚
を
含
む
）
で
、
各
種

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

　
※�

一
般
不
妊
治
療
の
人
工
授
精
に
限
り
、
法

律
上
の
夫
婦
と
し
ま
す
。

▼
助
成
額

　

�

不
妊
治
療
に
か
か
る
被
保
険
者
負
担
額
の
２

分
の
１
（
限
度
額
あ
り
）

▼
申
請
方
法

　

�

診
療
日
か
ら
１
年
以
内
に
必
要
書
類
【
注
】

を
直
接
、
町
役
場
・
健
康
推
進
課
へ
。

【
注
】
申
請
書
・
医
療
機
関
証
明
書
・
請
求
書
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ�

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

京
都
府
の
助
成

　
１
回
の
治
療
に
つ
き
15
万
円
ま
で
（
初
回
の

治
療
が
平
成
28
年
１
月
20
日
以
降
に
終
了
し
た

場
合
は
30
万
円
ま
で
）
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

京
都
府
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）
が
対
象
で
、
対
象
者
は
次
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
卵
子
採
取
に
至
ら
な
い
場
合
を
除
き
ま
す
。

・�

京
都
府
内
（
京
都
市
以
外
）
に
住
民
登
録
し

て
い
る
。

・�

婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
る
。

・
指
定
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
る
。

・�

特
定
不
妊
治
療
が
必
要
と
医
師
に
診
断
さ
れ

て
い
る
。

・�

夫
婦
の
前
年
所
得
合
計
が
７
３
０
万
円
未
満
。

　
申
請
期
間
は
原
則
、
治
療
終
了
日
の
年
度
内

で
す
（
助
成
回
数
・
助
成
額
は
限
度
あ
り
）。

ｑ�

山
城
南
保
健
所
ｔ
72

－

４
３
０
０

就
学
時
健
康
診
断

▼
日
時
・
場
所

　

�

10
月
５
日
㈭
精
華
台
小
・
12
日
㈭
東
光
小
・

19
日
㈭
山
田
荘
小
・
26
日
㈭
川
西
小
、
11
月

16
日
㈭
精
北
小

　
※�

時
間
は
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
の
予
定
で

す
（
変
更
の
場
合
あ
り
）。

▼
対
象
者

　

�

来
年
４
月
に
小
学

校
に
入
学
す
る
町

内
在
住
の
子
ど
も

　
※�

対
象
者
に
は
改

め
て
通
知
し
ま
す
。

ｑ�

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
ｔ
95

－

１
９
０
６

使
用
済
小
型
家
電
の
新
・
回
収
拠
点

　
町
で
は
、
使
用
済
小
型
家
電
の
回
収
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
た
に
ア
ピ
タ
精
華
台
店
の
「
東

館
、
１
階
お
勘
定
場
（
住
居
関
連
売
場
レ

ジ
）」
に
、
使
用
済
小
型
家
電
の
回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
使
用
済
小
型
家
電
を
回
収
す
る
た

め
、
次
の
町
内
５
カ
所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

・
精
華
町
役
場

　
開
庁
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

・
む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
（
町
立
体
育
館
）

　
開
館
日
の
午
前
９
時
～
午
後
８
時
30
分

・
精
華
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

　
開
館
日
の
午
前
９
時
～
午
後
10
時

・
か
し
の
き
苑

　
開
館
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

・
ア
ピ
タ
精
華
台
店

　
営
業
日
の
午
前
10
時
～
午
後
９
時

　
小
型
家
電
は
「
粗
大
ご
み
」
と
し
て
も
回
収

を
行
い
ま
す
が
、
貴
金
属
や
レ
ア
メ
タ
ル
の
回

収
が
で
き
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
、
回
収
ボ
ッ

ク
ス
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ｑ�

環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

住
宅
改
修
し
た
場
合
、
条
件
に
よ
り
固
定
資
産

税
の
一
部
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

耐
震
改
修
住
宅

　
次
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
に
対
し
、
翌
年
度

分
に
限
り
固
定
資
産
税
の
２
分
の
１
【
注
】
を

減
額
し
ま
す
。

　
上
限
は
１
２
０
平
方
㍍
分
で
す
。
都
市
計
画

税
の
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
減
額
を
受
け
ら
れ
る
条
件

　
・�

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
耐
震
改
修
工

事
を
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

　
・�

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存
在
す
る

住
宅
で
あ
る
こ
と

　
・�

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐
震
基
準

を
満
た
す
耐
震
改
修
で
あ
る
こ
と

　
・�

耐
震
改
修
の
費
用
が
１
戸
あ
た
り
50
万
円

を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

　
・�

改
修
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に
減
額
の

申
告
を
す
る
こ
と

省
エ
ネ
改
修
住
宅

　
次
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
に
対
し
、
翌
年
度

分
に
限
り
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
【
注
】
を

減
額
し
ま
す
。

　
上
限
は
１
２
０
平
方
㍍
分
で
す
。
都
市
計
画

税
の
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
築
住
宅

や
耐
震
改
修
の
特
例
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
年

度
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
減
額
を
受
け
ら
れ
る
条
件

　
・�

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
省
エ
ネ
改
修

工
事
を
行
っ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

　
・�

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
存
在
す
る

住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
で
あ
る
こ
と

　
・�
改
修
後
の
床
面
積
が
50
平
方
㍍
以
上
で
あ

る
こ
と

　
・�

次
に
挙
げ
る
省
エ
ネ
改
修
工
事
で
、
補
助

金
な
ど
を
除
く
改
修
工
事
の
費
用
が
50
万

円
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

　
　
①
窓
の
断
熱
改
修
工
事

　
　
②
床
の
断
熱
改
修
工
事

　
　
③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

　
　
④
壁
の
断
熱
改
修
工
事

　
　
※�

い
ず
れ
の
工
事
も
①
を
含
む
工
事
を
行

う
こ
と
。
ま
た
、
①
～
④
の
改
修
工
事

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
が
現
行
の

省
エ
ネ
基
準
に
新
た
に
適
合
す
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

　
・�

改
修
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に
減
額
の

申
告
を
す
る
こ
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅

　
次
の
条
件
を
満
た
す
住
宅
に
対
し
、
翌
年
度

分
に
限
り
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額
し

ま
す
。

　
上
限
は
１
０
０
平
方
㍍
分
で
す
。
都
市
計
画

税
の
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
築
住
宅

や
耐
震
改
修
の
特
例
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
年

度
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
減
額
を
受
け
ら
れ
る
条
件

　
・�

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
を
し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

　
・�

新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
以
上
を
経
過
し

た
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

　
・�

改
修
後
の
床
面
積
が
50
平
方
㍍
以
上
で
あ

る
こ
と

　
・�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
居
住
し

て
い
る
こ
と

　
　

�

▽
65
歳
以
上
の
方
・
介
護
保
険
法
の
要
介

護
ま
た
は
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
・
障
害
者
の
方

　
・�

次
の
改
修
工
事
で
補
助
金
な
ど
を
除
く
自

己
負
担
金
が
50
万
円
を
超
え
る
も
の
で
あ

る
こ
と

　
　

�

▽
廊
下
の
拡
幅
・
階
段
の
こ
う
配
緩
和
・

浴
室
の
改
良
・
便
所
の
改
良
・
手
す
り
の

取
り
付
け
・
床
の
段
差
の
解
消
・
引
き
戸

へ
の
取
り
替
え
・
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

　
・�

改
修
工
事
完
了
後
３
カ
月
以
内
に
減
額
の

申
告
を
す
る
こ
と

【
注
】
改
修
工
事
を
行
っ
て
既
存
住
宅
の
長
期
優
良
住

宅
の
認
定
を
受
け
た
場
合
は
３
分
の
２

ｑ
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ｔ
95

－

１
９
１
６

固
定
資
産
税

住
宅
改
修
な
ど
で
一
部
減
額

「
き
ょ
う
と
子
育
て
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
不
妊
や
不
育
、
妊
娠
、
出

産
の
相
談
が
で
き
ま
す
。
ｔ
０
７
５

−

６

９
２

−

３
４
４
９
〔
平
日
の
午
前
９
時
15

分
～
午
後
１
時
15
分
・
午
後
２
時
～
４
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）〕

67 SeptemberSeptember

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

教育・子育て

健康・医療

環境・美化

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災
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将
来
の
国
民
年
金
に
プ
ラ
ス

　
国
民
年
金
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
プ

ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
付
加
保
険
料

は
１
カ
月
４
０
０
円
で
す
。
任
意
加
入
の
た

め
、
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
付
加
年
金
受
給
年
額
【
注
１
】

　

�

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
済
月
数

　
〈
例
〉�

通
算
10
年
間
（
１
２
０
月
）
納
付
し

た
場
合
、
65
歳
か
ら
受
け
取
る
年
金

は
、

　
　
　
　

�

２
０
０
円
×
１
２
０
月
＝
２
万
４
０

０
０
円
（
年
額
）

　

�

２
年
間
受
給
す
る
と
、
納
付
し
た
付
加
保
険

料
の
総
額
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

▼
加
入
対
象
者

　
・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
【
注
２
】

　
・
任
意
加
入
被
保
険
者

▼
申
込
方
法

　

�

平
日
午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
１
時
～

５
時
に
、
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
町

役
場
・
総
合
窓
口
課
へ
。

▼
そ
の
ほ
か

　
・�

保
険
料
が
発
生
す
る
の
は
、
申
し
込
ん
だ

月
分
か
ら
で
す
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
の

手
続
き
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
・�

付
加
保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末
日

（
休
日
の
場
合
は
翌
開
庁
日
ま
た
は
翌
営

業
日
）
で
す
。
納
期
限
を
経
過
し
た
場
合

で
も
、
期
限
か
ら
２
年
間
は
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
・�

付
加
保
険
料
の
納
付
を
辞
退
す
る
場
合

は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
注
１
】
老
齢
基
礎
年
金
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
増

風
し
ん
予
防
接
種
の
費
用
助
成

　
町
で
は
本
年
度
も
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

な
ど
に
対
し
て
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
予

防
を
目
的
に
、
風
し
ん
予
防
接
種
に
か
か
る
費

用
の
３
分
の
２
を
助
成
し
ま
す
。
助
成
は
１
人

１
回
。
既
に
妊
娠
し
て
い
る
女
性
は
接
種
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
接
種
前
１
カ
月
と
接
種
後
２

カ
月
は
避
妊
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
期
限
は
来
年
３
月
31
日
㈯
。
１
０
０
円
未
満

の
端
数
は
切
り
捨
て
ま
す
。

▼
対
象
者

　

�

町
に
住
民
登
録
し
、
今
年
４
月
１
日
以
降
に

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）
ワ
ク
チ
ン
ま

た
は
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

　
・�

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
で
、
抗
体
検
査
な

ど
に
よ
り
、
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
と
さ

れ
た
方

　
・�

妊
婦
の
方
と
と
も
に
風
し
ん
抗
体
検
査
な

ど
に
よ
り
、
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
と
さ

れ
た
同
居
者

▼
申
請
方
法

　

�

医
療
機
関
で
接
種
費
用
を
全
額
支
払
っ
た

後
、
町
役
場
・
健
康
推
進
課
（
２
階
）
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
は
次
の
も

の
が
必
要
で
す
。

　
・�

助
成
金
交
付
申
請
書
・
請
求
書
【
注
】

　
・�

領
収
書
の
原
本
・
接
種
済
書
な
ど
（
ワ
ク

チ
ン
名
、
接
種
日
、
接
種
費
用
、
氏
名
、

医
療
機
関
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

　
・�

抗
体
価
が
低
い
こ
と
が
分
か
る
も
の

　
・�

印
鑑

　
・�

通
帳
な
ど
、
振
込
先
が
分
か
る
も
の

　
※�

同
居
者
の
方
は
次
の
物
も
必
要
で
す
。

減
の
影
響
は
受
け
ま
せ
ん
。

【
注
２
】
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
も
保

険
料
免
除
・
猶
予
承
認
期
間
中
の
方
、
ま
た
は
国
民
年

金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

ｑ�

京
都
南
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
ｔ
０
７
５

－

６
４
３

－

２
５
４
７
、
精
華
町
役
場
総
合

窓
口
課
年
金
係
ｔ
95

－

１
９
１
５

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
税

　

65
歳
以
上
の
、
公
的
年
金
受
給
者
に
対
し

て
、
課
税
に
な
る
町
・
府
民
税
の
う
ち
、
公
的

年
金
に
係
る
分
は
、
受
給
年
金
か
ら
引
き
去
り

（
特
別
徴
収
）
に
な
り
ま
す
。
65
歳
に
な
ら
れ

た
方
や
、
特
別
徴
収
が
再
開
す
る
方
は
、
10
月

の
受
給
年
金
か
ら
特
別
徴
収
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
方
も
、
特
別
徴
収
税
額

は
、
８
月
以
前
の
金
額
と
、
10
月
以
降
の
金
額

が
異
な
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

町
・
府
民
税
が
課
税
に
な
っ
て
い
る
方
に

は
、
６
月
に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
て
お
り
、

年
税
額
が
変
更
に
な
る
場
合
な
ど
に
は
変
更
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。
特
別
徴
収
さ
れ
る
金
額

を
含
め
、
町
・
府
民
税
の
納
付
金
額
は
納
税
通

知
書
・
変
更
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
年
金
振
込
通
知
書
」
の
町
・
府
民
税
額
が
、

町
か
ら
送
付
す
る
納
税
通
知
書
・
変
更
通
知
書

の
特
別
徴
収
税
額
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
町
・
府
民

税
額
は
、
町
か
ら
送
付
さ
れ
た
納
税
通
知
書
・

変
更
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ｑ�

税
務
課
住
民
税
係
ｔ
95

－

１
９
１
６

　
・�

妊
婦
の
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
こ
と
が
分

か
る
も
の

　
・�

妊
婦
と
同
居
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
で
き

る
も
の
（
住
所
記
載
の
あ
る
健
康
保
険
証

な
ど
）

【
注
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▼
そ
の
ほ
か

　
・�

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
全
額
助
成
し
ま
す
。

　
・�

風
し
ん
抗
体
検
査
は
、
京
都
府
内
の
保
健

所
や
一
部
医
療
機
関
で
無
料
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
、
山
城
南
保
健
所
（
ｔ
72

−

４
３
０

０
）
ま
た
は
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
風
し
ん
抗
体

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
、
風
し
ん

予
防
接
種
を
２
回
以
上
受
け
て
い
る
方
、

風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
を
除

き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

本
年
度
満
28
～
38
歳
は
注
意

　
風
し
ん
の
免
疫
が
な
い
女
性
が
妊
娠
初
期
に

風
し
ん
に
か
か
っ
た
場
合
、
50
％
以
上
の
確
率

で
胎
児
が
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
に
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
眼
球
異
常
や
難
聴
な
ど

の
重
い
症
状
で
、
な
か
で
も
妊
娠
１
カ
月
以
内

は
注
意
が
必
要
で
す
。
必
ず
妊
娠
前
に
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
、
昭
和
54
年
４
月
２
日
～
平
成
２
年
３

月
31
日
生
ま
れ
の
方
は
接
種
率
が
低
く
、
風
し

ん
抗
体
価
が
低
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
風
し
ん
は
成
人
に
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
平
成
25
年
に
は
20
～
40
代
の
男
性
を
中
心

に
風
し
ん
が
流
行
し
ま
し
た
。
妊
婦
が
前
記
の

体
感
し
よ
っ
！
自
然
の
恵
み

「
せ
い
か
里
山
の
会
収
穫
祭
２
０
１
７
」
が
10

月
22
日
㈰
、
せ
い
か
里
山
保
全
活
動
場
所
（
東

畑
地
区
）
＝
地
図
＝
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
毎
月

定
例
の
保
全
活
動
（
下
草
刈
り
な
ど
）
や
収
穫

体
験
の
後
に
行
う
も
の
で
す
。

　

定
員
は
先
着
50
人
。
参
加
の
申
し
込
み
は

「
参
加
人
数
（
大
人
と
子
ど
も
の
内
訳
人

数
）、
代
表
者
氏
名
、
電
話
番
号
」
を
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
次
の
と
こ
ろ

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
期
間
は
、
10

月
18
日
㈬
ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
～
正

午
・
午
後
１
時
～
５
時
で
す
。

　
な
お
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
限
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
・
内
容

　
１
部
…�

保
全
活
動
体
験
〔
い
も
収
穫
、
下
草

刈
り
な
ど
（
予
定
）〕（
午
前
９
時
か

ら
）

　
２
部
…�

収
穫
祭
〔
新
米
お
に

ぎ
り
、
芋
煮
、
野
菜

焼
き
・
木
工
体
験
な

ど
（
予
定
）〕（
午
前
11
時
か
ら
）

　
※�

前
日
午
後
７
時
前
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
天

気
予
報
で
、
京
都
府
南
部
の
午
前
の
降
水

確
率
が
60
％
以
上
の
場
合
は
中
止
に
な
り

ま
す
。
不
明
な
場
合
は
当
日
、
町
役
場

〔
ｔ
94

−

２
０
０
４
（
代
表
）〕
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
※�

準
備
の
た
め
、
２
部
か
ら
参
加
の
方
は
10

時
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。�

　
※�

準
備
や
後
片
付
け
は
参
加
者
全
員
で
行
い

ま
す
。

生
年
月
日
の
場
合
は
、
同
居
者
も
接
種
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

ｑ�

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
ｔ
95

－

１
９
０
５

就
業
構
造
基
本
調
査
に
ご
協
力
を

　
総
務
省
・
京
都
府
・
精
華
町
に
よ
る
「
平
成

29
年
就
業
構
造
基
本
調
査
」（
今
年
10
月
１
日

基
準
）
の
対
象
地
域
と
し
て
、
町
内
数
カ
所
が

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
う
準
備
調
査
と
し
て
、
９
月
下
旬

ま
で
に
対
象
地
域
の
全
世
帯
に
調
査
員
が
訪
問

し
、
説
明
し
ま
す
。
そ
の
後
10
月
下
旬
ま
で

に
、
選
定
さ
れ
た
調
査
対
象
世
帯
に
調
査
員
が

訪
問
し
、
調
査
票
の
記
入
依
頼
と
回
収
を
行
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
同
調
査
は
、
就
業
・
不
就
業
の
状
態
や
就
業

に
関
す
る
希
望
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
わ
が
国

の
就
業
構
造
に
関
す
る
基
礎
資
料
を
得
る
た
め

に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
就
業
構
造
基
本
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
雇
用
施
策
や
経
済

施
策
な
ど
を
企
画
す
る
う
え
で
重
要
な
指
標
と

な
り
ま
す
。

ｑ�

企
画
調
整
課
企
画
係
ｔ
95

－

１
９
０
０

皆
で
進
め
よ
う
ま
ち
の
環
境
づ
く
り

環
境
推
進
委
員
を
募
集

　
精
華
町
の
特
性
を
生
か
し
、
環
境
の
保
全
と

環
境
資
源
を
利
用
し
た
施
策
を
進
め
る
た
め
、

環
境
推
進
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
平
成

23
年
策
定
の
「
精
華
町
環
境
基
本
計
画
」
の
進

捗
管
理
が
主
な
業
務
で
す
。

　
募
集
人
数
は
、
３
人
以
内
で
任
期
は
２
年
間
。

▼
持
ち
物

　

�

飲
み
物
・
ご
み
袋

　
※�

ご
み
は
各
自
で
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▼
料
金

　

�

会
員
５
０
０
円
、
非
会
員
７
０
０
円
、
小
中

学
生
２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

　
※�

当
日
、
同
会
へ
の
加
入
も
可
能
で
す
。

ｑ 

せ
い
か
里
山
の
会
事
務
局
（
産
業
振
興
課
農

業
振
興
係
内
）
ｔ
95

－

１
９
０
３
・
ｆ
95

－

３
９
７
３
・
ｍsangyou@

tow
n.seika.

lg.jp

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
９
月
21
日

㈭
～
30
日
㈯
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
歩
行
者
は
、
慣
れ
た
道
だ
と
油
断
せ
ず
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
車
両
の
運
転
手
は
「
人
優

先
」
を
徹
底
し
、
一
人
ひ
と
り
が
相
手
を
思
い

や
る
気
持
ち
と
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
交
通
事
故

の
な
い
安
全
で
、
円
滑
・
快
適
な
交
通
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ｑ�

木
津
警
察
署
ｔ
72

－

０
１
１
０

委
員
会
は
年
間
約
３
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

▼
申
込
資
格

　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方

　
・�

町
内
在
住
の
方

　
・�

環
境
活
動
に
参
加
し
て
い
る
・
過
去
に
参

加
し
た
こ
と
が
あ
る
方

　
・�

精
華
町
の
環
境
に
関
心
が
あ
り
、
よ
り
良

い
町
を
築
く
た
め
の
意
欲
が
あ
る
方

▼
申
込
方
法

　

�

10
月
20
日
㈮
ま
で
（
必
着
）
に
、「
住
所
・

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
生
年
月
日
・
町
内
居

住
年
数
・
職
業
・
電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
・
精
華
町
の
環
境
へ
の
思
い
を
書
い

た
４
０
０
字
程
度
の
作
文
」
を
郵
送
、
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
次
の
と
こ
ろ

へ
。

ｑ�

精
華
町
役
場
環
境
推
進
課
「
環
境
推
進
委

員
会
委
員
募
集
」
係
・
〒
６
１
９

－

０
２

８
５
（
個
別
番
号
・
住
所
記
入
不
要
）・

ｔ
95

－

１
９
２
５
・
ｆ
93

－

３
９
７
４
・

ｍkankyo@
tow

n.seika.lg.jp

第
10
回
せ
い
か
マ
ラ
ソ
ン
開
催

11
月
５
日
㈰
開
催

　
第
10
回
せ
い
か
マ
ラ
ソ
ン
を
11
月
５
日
㈰
、

む
く
の
き
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

　

申
込
期
間
は
10
月
９
日
（
祝
・
月
）
ま
で
。

詳
し
く
は
開
催
要
項
【
注
】
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
注
】
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ｑ�

精
華
町
体
育
協
会
事
務
局
（
む
く
の
き
セ
ン

タ
ー
内
ｔ
98

－

０
２
０
０

民家 祝園東畑線

N

けいはんなプラザ
パナソニック㈱

至町役場
せいか里山保全活動場所

精華大通り

89 SeptemberSeptember

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

教育・子育て

文化・学習

防犯・防災

催事・募集

福祉・介護

健康・医療

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

暮らし・税

健康・医療

環境・美化

スポーツ

そのほか

年金・保険

環境・美化

防犯・防災
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ご
み
袋
の
透
明
・
半
透
明
の
徹
底
を

　
町
で
は
、
ご
み
減
量
に
向
け
た
ご
み
の
分
別

に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
を
目
的
と
し
て
、
平

成
20
年
度
か
ら
透
明
・
半
透
明
の
ご
み
袋
の
使

用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
、
ご
み
を
出
さ
れ
る
際
に
、

農
業
用
肥
料
の
袋
や
米
袋
な
ど
、
中
身
が
見
え

な
い
袋
を
利
用
さ
れ
る
方
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　
今
年
３
月
に
「
ご
み
処
理
に
関
す
る
基
本
計

画
」
の
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。
５
月
に
各
戸
配
布
し
た
同

計
画
概
要
に
も
記
載
し
た
と
お

り
、
今
後
、
一
層
の
ご
み
減
量

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
分
別
の
徹
底
に
よ
る
ご
み
の
減
量
化
は
、
ご

み
処
理
に
係
る
町
の
費
用
負
担
の
軽
減
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
改
め
て

透
明
・
半
透
明
の
ご
み
袋
の
使
用
に
よ
る
分
別

徹
底
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
農
業
用
肥
料
の
袋
や
米
袋
な
ど
中
身
が
見
え

な
い
袋
で
出
さ
れ
た
ご
み
は
回
収
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ｑ�

環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
95

－

１
９
２
５

こ
と
ば
の
教
室
を
増
設

　
相
楽
地
方
の
３
教
育
委
員
会
で
は
、
共
同
で

相
楽
地
方
通
級
指
導
教
室
（
こ
と
ば
の
教
室
）

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
同
教
室
は
、
小
学
校
児
童
の
言
語
障
害
、
情

緒
障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
な
ど
の
状
態

の
改
善
や
克
服
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
各
教

科
な
ど
の
指
導
は
在
籍
し
て
い
る
小
学
校
の
通

常
の
学
級
で
行
い
つ
つ
、
個
々
の
障
害
に
応
じ

た
特
別
の
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
通
級
指

導
教
室
で
は
、
週
１
回
程
度
、
放
課
後
の
決

ま
っ
た
時
間
に
指
導
や
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
西
部
教
室
と
し
て
、
川
西
小
学

校
に
開
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
９
月
か
ら
新

た
に
精
華
台
小
学
校
に
も
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

原
則
と
し
て
、
川
西
小
学
校
で
は
川
西
・
精
北

小
学
校
区
、
精
華
台
小
学
校
で
は
、
山
田
荘
・

東
光
・
精
華
台
小
学
校
区
が
区
域
と
な
り
ま

す
。

　
教
室
の
利
用
を
お
考
え
の
方
は
、
在
籍
し
て

い
る
学
校
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ｑ�
教
育
支
援
室
教
育
支
援
係
ｔ
95

－

１
９
２
３

特
殊
詐
欺
被
害
が
大
幅
に
増
加

　
今
年
上
半
期
（
１
～
６
月
）
に
お
け
る
京
都

府
内
の
特
殊
詐
欺
被
害
が
１
５
２
件
発
生
（
前

年
比
＋
77
件
）
と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
警
察
官
を
か
た
っ
た
還
付
金
等
詐さ

欺ぎ

と
有
料
サ
イ
ト
利
用
名
目
な
ど
の
架
空
請
求
詐

欺
が
急
増
し
て
お
り
、
被
害
者
の
多
く
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
す
。
身
近
な
高
齢
者
の
方
に

声
を
掛
け
て
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
予
兆
電
話
（
不
審
電
話
）
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
警
察
か
ら
「
あ
な
た
の
口
座
が
事

件
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
」、
息
子
か
ら
「
風
邪

を
ひ
い
た
。
携
帯
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」、

市
役
所
・
役
場
か
ら
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
医
療
費
の
還

付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
」、
な
ど
の
不
審

な
電
話
を
受
け
た
ら
す
ぐ
に
警
察
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

ｑ�

木
津
警
察
署
ｔ
72

－

０
１
１
０

日
頃
の
備
え
、
抜
か
り
な
く

　
台
風
５
号
は
、
発
生
か
ら
消
滅
ま
で
が
18
日

と
18
時
間
で
、
史
上
３
番
目
の
長
寿
命
台
風

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
四
国
の
足あ
し
摺ず
り
岬
か
ら
室む
ろ
戸と

岬
を
経
て
、
和
歌
山
北
部
に
上
陸
、
近
畿
を
横

断
し
て
北
陸
へ
。
勢
力
差
は
あ
り
ま
す
が
、
昭

和
36
年
９
月
16
日
の
第
二
室
戸
台
風
を
思
い
出

し
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
大
雨
が
心
配
さ
れ
た
た
め
、

４
度
に
わ
た
り
警
戒
本
部
会
議
を
開
催
。
大
雨

警
報
（
土
砂
災
害
）
の
発
表
を
受
け
、
８
月
７

日
午
後
か
ら
８
日
未
明
ま
で
に
、
町
職
員
が
延

べ
１
５
８
人
の
体
制
で
避
難
所
を
開
設
、
町
内

パ
ト
ロ
ー
ル
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
へ
の
情
報

提
供
な
ど
、
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　
幸
い
、
台
風
に
よ
る
累
積
雨
量
は
90
㍉
に
留

ま
り
、
大
き
な
被
害
も
な
く
何
よ
り
で
し
た
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
い
か
な
る
と
き
に

も
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
緊
急
時
の
情
報
提
供
を
行
う
た
め
、
防

災
行
政
無
線
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
９
日
に
は
木
津
警
察
署
に
よ
る
機
能

移
転
訓
練
を
実
施
。
木
津
川
の
氾は

ん

濫ら
ん

で
同
署

が
浸
水
す
る
想
定
で
、
本
町
庁
舎
４
階
を
活
用

し
、
必
要
機
器
の
搬
入
や
通
信
設
備
の
設
置
、

住
民
向
け
窓
口
の
開
設
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
署
と
は
平
成
25
年
に
「
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
」
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
情
報
交
換
を
行
い
、
共

に
諸
課
題
の
解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
精
華
南
中
学
校
区
で
高
齢
者
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
居
場
所
づ
く
り
と
、
介
護
予
防
な
ど
に

取
り
組
め
る
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
の
カ
フ
ェ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
元
気
で
い
た
い
」「
お

し
ゃ
べ
り
し
た
い
」
な
ど
一
人
で
家
に
い
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
方
は
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
９
月
か
ら
は
、
お
手
玉
あ
そ
び
・
秋
の
歌
・

万
華
鏡
・
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
づ
く
り
な
ど
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
血
圧
測
定
や
体
操
な
ど
を

取
り
入
れ
、
体
調
管
理
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

開
講
日
は
第
２・
４
火
曜
日
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
。
参
加
費
は
３
０
０
円
。

　
会
場
は
フ
ァ
イ
ン
桜
が
丘
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
入
会
説
明
会

　

�

日
時
…
９
月
20
日
㈬
午
前
10
時
～

　

�

対
象
者
…
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
シ
ル
バ
ー
さ
ろ
ん

　

�

日
時
…
①
９
月
11
日
㈪
②
20
日
㈬
③
10
月
３

日
㈫
④
10
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
※�

①
は
「
デ
ッ
サ
ン
教
室
」、
②
は
「
習
字

教
室
」
を
開
催
。
詳
し
く
は
24
ペ
ー
ジ
。

ｑ�

精
華
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ｔ
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０
５
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

身
近
な
居
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て
！

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

そ の ６

今
月
は
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
環
境
の
森

セ
ン
タ
ー
・
き
づ
が
わ
）
に
こ
れ
ま
で
に
設
置

し
た
設
備
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

①
焼
却
炉
ス
ト
ー
カ
（
火
格
子
）

　

�

焼
却
炉
ス
ト
ー
カ
は
、
ご
み
を
燃
焼
さ
せ
る

た
め
の
装
置
で
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

心
臓
部
で
す
。

　

�

ご
み
を
高
温
で
燃
や
す
こ
と
に
よ
り
、
臭
気

も
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
臭
気
の
発
生
を

抑
制
し
ま
す
。

 

②
可
燃
性
粗
大
ご
み
破
砕
機

　

�

可
燃
性
粗
大
ご
み
破
砕
機
は
、
焼
却
炉
に
そ

の
ま
ま
投
入
で
き
な
い
大
き
さ
の
ご
み
を
処

理
可
能
な
サ
イ
ズ
に
ま
で
切
断
す
る
た
め
の

設
備
で
す
。

ｑ
環
境
推
進
課
資
源
循
環
係
ｔ
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１
９
２
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①

②

②�可燃性粗大 
ごみ破砕機

①�焼却炉ストー
カ（火格子）

ｑ福
ふく

祉
し

課
か

障
しょう

害
が い

福
ふ く

祉
し

係
かかり

ｔ95－1904

今
こん

月
げつ

の手
しゅ

話
わ

はお月
つき

見
み

にちなんで「月
つき

」「太
たい

陽
よう

」「星
ほし

」です。

障
しょう

害
が い

のある人
ひ と

もない人
ひ と

も暮
く

らしやすい社
し ゃ

会
か い

をめざして

第
だ い

16回
か い

太陽、お日さま、
日が昇る 星[が光る]お月さま、月、

月曜日、〇月

つき つき

げつよう び がつ

たいよう ひ

のぼひ
ほし ひか

両
りょう

手
て

の人
ひと

差
さ

し指
ゆび

と親
おや

指
ゆび

を
やや丸

まる

めて向
む

き合
あ

わせ、
ゆっくり上

あ

げていく

右
みぎ

手
て

を頭
あたま

より高
たか

く上
あ

げ
て指

ゆび

を広
ひろ

げたり閉
と

じた
りする

右
みぎ

手
て

で「三
み

日
か

月
づき

」の形
かたち

を
表
あらわ

す

手
し ゅ

話
わ

でコミュニケーション

障
しょう
害
がい
のある人

ひと
との意

い
思
し
疎
そ
通
つう
の手

しゅ
段
だん
である手

しゅ
話
わ
や要

よう
約
やく
筆
ひっ
記
き
のボランティアが活

かつ
躍
やく
しています。ボランティアに興

きょう
味
み
のある方

かた
は、精

せい
華
か
町
ちょう
社
しゃ

会
かい
福
ふく
祉
し
協
きょう
議
ぎ
会
かい
ボランティアセンター（ｔ94－4573）までご連

れん
絡
らく
ください。

1011 SeptemberSeptember

催事・募集

暮らし・税

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

教育・子育て

環境・美化
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今
回
は
“
原
野
商
法
の
二
次
被
害
”
に
関
す
る

相
談
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
Ｑ
〉

　
先
日
、
知
ら
な
い
会
社
か
ら
、
所
有
し
て
い

る
土
地
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
し
た
い
と
電
話

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
30
年
以
上
も
前
に

父
が
原
野
商
法
で
騙
さ
れ
て
購
入
し
た
ほ
と
ん

ど
価
値
の
な
い
土
地
で
し
た
。
電
話
を
し
て
き

た
業
者
に
よ
る
と
最
近
、
外
国
人
の
間
で
投
資

ブ
ー
ム
が
起
き
て
近
辺
の
土
地
も
購
入
が
相
次

い
で
い
て
、
購
入
を
希
望
し
て
い
る
人
が
い
る

の
で
売
ら
な
い
か
と
い
う
話
で
し
た
。
そ
ん
な

う
ま
い
話
が
あ
る
の
か
と
不
審
に
思
い
ま
し
た

が
、
土
地
を
処
分
で
き
る
な
ら
と
い
う
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
。（
60
歳
代
男
性
）

〈
Ａ
〉

　

開
発
の
見
込
み
の
な
い
原
野
や
山
林
を
何
倍

も
の
価
格
で
売
り
つ
け
る
の
が
原
野
商
法
で
す
。

過
去
に
そ
れ
ら
の
被
害
に
あ
っ
た
人
た
ち
を
狙
っ

た
原
野
商
法
の
二
次
被
害
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
購
入
希
望
者
が
い
る
よ
う
に
装
っ
て
、
土
地

の
除
草
や
測
量
、
整
地
、
広
告
費
用
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
お
金
を
支
払
わ
せ
ま
す
が
、
土

地
が
売
れ
る
見
込
み
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
近
で
は
、
購
入
希
望
者
の
買
付
証
明
書
な

る
も
の
を
送
付
し
て
信
用
さ
せ
る
な
ど
、
手
の

込
ん
だ
勧
誘
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

勧
誘
が
あ
っ
た
場
合
は
、
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
鵜

呑
み
に
し
て
安
易
に
話
に
乗
る
こ
と
は
せ
ず
、

実
際
の
土
地
の
売
買
状
況
を
調
べ
た
り
、
現
地

の
自
治
体
に
課
税
評
価
額
を
確
認
し
て
み
る
な

原
野
商
法
の
二
次
被
害
に
気
を
つ
け
て

ど
し
て
慎
重
に
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
助
言
を
も
と
に
相
談
者
が
調
べ

た
と
こ
ろ
、
土
地
の
価
値
が
上
が
っ
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
り
、
契
約
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
気
に
な
る
こ
と
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る

場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
相
楽
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を

　
困
っ
た
と
き
は
、
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
木
津
川
市
木
津
上
戸
15
番
地
・
相
楽
会
館
１

階
＝
右
地
図
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
受
付
時

間
は
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
で
す
。

　
土
日
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
に
は
、

京
都
府
・
京
都
市
が
共
同
で
設
置
し
て
い
る

「
消
費
生
活
土
日
祝
日
電
話
相
談
」
で
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
京
都
消
費
生
活
有
資
格
者

の
会
が
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
ｔ
０
７
５

－

２
５
７

－

９
０
０
２
）。
受
付
時
間
は
午
前
10

時
～
午
後
４
時
で
す
。

ｑ
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ｔ
72

－

９
９
５
５

相
楽
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

（
相
楽
会
館
１
階
）京

都
山
城
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー

山
城
南

保
健
所

山
城
広
域

振
興
局24

Ｊ
Ｒ
木
津
駅

「
育
児
を
し
な
い
男
を
、
父
と
は
呼
ば
な
い
」

こ
れ
は
平
成
11
年
、
厚
生
省
（
現
在
の
厚
生
労

働
省
）
が
作
成
し
話
題
に
な
っ
た
ポ
ス
タ
ー
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
、
続
き
は
こ
う
で
す
。「
お

父
さ
ん
で
い
る
時
間
を
、
も
っ
と
。
１
日
17

分
。
日
本
の
お
父
さ
ん
が
育
児
に
当
て
て
い
る

平
均
時
間
で
す
。
二
人
で
つ
く
っ
た
子
ど
も
な

の
に
、
こ
れ
で
は
お
母
さ
ん
一
人
で
育
て
て
い

る
み
た
い
。
妊
娠
や
出
産
が
女
性
に
し
か
で
き

な
い
大
仕
事
な
ら
、
育
児
は
男
性
に
も
で
き
る

大
仕
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
父
さ

ん
た
ち
に
は
子
育
て
の
楽
し
さ
、
大
変
さ
を
、

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
」
さ
て
、
18
年
後
の
現

在
、
状
況
は
変
化
し
た
で
し
ょ
う
か
。

男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
３・１
％

　
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
は
、
平
成
11
年
当

時
０・
４
％
。
２
５
０
人
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ

て
育
児
休
業
を
と
っ
た
父
親
は
た
っ
た
１
人
と

い
う
低
い
割
合
で
し
た
。
昨
年
度
は
３・
１
％

で
、
１
０
０
人
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
３
人
の

父
親
が
育
児
休
業
を
と
っ
た
計
算
に
な
り
ま
す

（
年
次
有
給
休
暇
や
配
偶
者
出
産
休
暇
は
育
児

休
業
に
含
ま
れ
な
い
）。

　

取
得
期
間
で
は
、「
５
日
未
満
」
の
取
得
が

最
も
多
く
全
体
の
56
％
を
占
め
て
い
て
、
全
体

の
74
％
が
「
２
週
間
未
満
」
と
い
う
短
期
の
取

得
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
【
注
１
】。

　
取
得
を
希
望
し
て
い
て
も
、
職
場
の
育
児
休

業
制
度
が
未
整
備
、
職
場
の
無
理
解
や
業
務
が

多
忙
、
休
業
中
の
収
入
減
の
心
配
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
取
得
で
き
な
い
男
性
も
い
ま

す
。男

性
の
育
児
時
間
は
39
分

　
平
成
23
年
の
調
査
で
、
６
歳
未
満
の
子
ど
も

を
持
つ
父
親
の
１
日
あ
た
り
の
家
事
育
児
時
間

は
67
分
、
そ
の
う
ち
育
児
時
間
は
39
分
で
し
た 

【
注
２
】。
平
成
11
年
と
比
べ
る
と
育
児
時
間

は
22
分
増
え
て
い
る
も
の
の
、
先
進
国
の
中
で

は
最
低
の
水
準
に
あ
り
ま
す
。

子
育
て
に
か
か
わ
れ
る
時
間
は
短
い

　

イ
ク
メ
ン
（
育
児
を
積
極
的
に
行
う
男

性
）・
カ
ジ
ダ
ン
（
家
事
に
積
極
的
に
取
り
組

む
男
性
）
と
い
う
言
葉
の
広
が
り
と
共
に
、
家

事
や
育
児
に
手
伝
い
で
は
な
く
主
体
的
に
参
画

す
る
男
性
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
に
か
か
わ
れ
る
時
間
は
人
生
の
中
で

決
し
て
長
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
希
望
す
る
男
性

が
育
児
休
業
を
取
得
で
き
、
子
育
て
に
か
か
わ

れ
る
よ
う
な
社
会
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
注
１
】
厚
生
労
働
省
「
平
成
28
年
度
雇
用
均
等
基
本

調
査
」

【
注
２
】
総
務
省
「
平
成
23
年
社
会
生
活
基
本
調
査
」

ｑ�

人
権
啓
発
課
男
女
共
同
参
画
係
ｔ
95

－

１
９
１
９

男
性
の
育
児

男
女
共
同
参
画
ミ
ニ
通
信
　
　
58
vol.

ある日、大阪行きの列車で、私は小学生ぐらいの２人の
娘を連れた母親を見かけました。娘たちが隣に座ったの
で、私は母親のためにもスペースを空け、娘たちから離れ
ました。娘たちがそれを母親に示したのですが、母親が座
らなくていいと断りました。娘が「まあ、外人【注】やもん
ね」と言うまでは、私は何も変ではないと思いました。私
は、発言した娘と母親を見ましたが、母親の行動を正当化
させる目的で国籍の違いを使った娘に対し、母親は否定し
ようともせず、私はあぜんとしました。小学校の年齢でお
そらくあまり外国からの人と接する機会はないのだろうと
思いつつ、もし日本人だったとしたら、違う結果になった
かもしれないと嘆かざるを得ませんでした。
これは、この時に初めて呼ばれたのでもなく、おそらく
これからも起こりうることなのではないでしょうか。精華
町で国際交流員として働き始めた時に、日本国民ではな
いことを意味する、上記の言葉や多くのバリエーションが
存在していると知っていました。法的に、「外国人」という
言葉が日本であれ米国であれ使われています。しかし、「外
人」という言葉に関しては、ニュアンスが全く違います。
漢字を文字通りに訳せば、「外からの人」に当ります。私に
とって、日本で暮らし、働きたい外国人に乗り越えにくい
壁を作ると思います。いかに努力したところで、この言葉
が外国人である人を社会に同化できない人にされるのでは
ないかと思います。同化する機会を得る前に、門戸を閉ざ
されます。
しかしながら、私がこの言葉を呼ばれた時に恥ずかしさ
と混乱の気持ちを感じることは、社会の考えが変わってい
くきっかけとも言えます。日本で国際交流員として働くこ
とが、外国人は日本語が出来ないという固定観念を打ち
砕くとともに、皆さんにこの不快なことを知ってもらう機
会を提供できるのです。ただし、このような場合に、不快
を感じるのは良いことだと思います。この不快をもって、
誰もが学んでいき、成長するのではないかと思います。作
文から数学まで、長年にわたり誰もが学校で勉強している
間に不快を経験するように、これを機に世界中からの、近
所の人や仲間同士という単位とともに学びながら成長する
チャンスとして捉えるべきだと思います。

【注】翻訳ノート：この言葉を英語に訳すために、「外人」と「外国人」を
もう少しはっきり区別することにしました。なぜなら、説明するよう
に前者がよりネガティブで固有のニュアンスを持っているからです。

One day on an Osaka-bound train, I saw a 
mother with her two daughters. The girls sat next to 
me, so I scooted over to leave room for their mother 
as well. When her daughters pointed this out, their 
mother declined to take a seat. It wasn’t until her 
daughter responded in Japanese “Well, he is an 
outsider*” did I think anything of this. I looked up at 
the daughter who said this and then at her mother, 
speechless at the fact that her daughter used this 
difference in national origin to justify her mother’s 
action without even a word from her mother to say 
otherwise. While I thought that being in elementary 
school, the girl probably had few chances to come 
in contact with people from foreign countries, I 
couldn’t help but also lament the fact that if I had 
been Japanese, then the situation might have been 
different.

This is not the first time I’ve been called this 
word and it is most likely not going to be the last. 
When I started working in Seika as a Coordinator for 
International Relations, I knew that this word and 
many variations exist to mean anybody who is not 
a Japanese citizen. Legally, the term “foreigner” is 
used both in Japan and the United States. However, 
when it comes to “gaijin” the connotation changes. 
The literal translation of gaijin  is “a person from the 
outside” given the kanji. To me, this creates a barrier 
for foreigners seeking to live and work in Japan. No 
matter how hard they try, this word reduces them to 
a person from the outside who can never be part of 
society. They are excluded before they even have 
the chance to try to assimilate.

Nevertheless, the shame and confusion I feel 
when called this word is perhaps the start of a 
change to come. Being a CIR in Japan helps by 
fighting against the stereotype that foreigners can’t  
speak Japanese and exposes people here to 
difference that may be uncomfortable for all. Yet, 
discomfort in these situations is good. It is through 
this discomfort that everyone learns and grows. 
This discomfort is what we all go through for years 
in school as we learn everything from writing to 
arithmetic, and I think that is just how we should 
treat this: an opportunity to learn and grow as a 
community with a class of our neighbors and peers 
from all over the world.

*Translation Note: In translating this word, I chose to make a 
more explicit difference between “outsider” and “foreigner” 
due to the inherent negative connotation the former has as I 
explain above.

Learning through Discomfort 不快を通じて学べること

人

生を踊り明かせ 
 Dancing Through Life

 第12代国際交流員コラム 

第 13 回

フランコ・アライジャ Allejah Franco
米国カリフォルニア州ヘイワード町出身。
1994年6月5日生まれの23歳。町役場で
は、多文化共生や国際理解など、まちの国
際化の仕事を担当。

13 September 12September

催事・募集

年金・保険

福祉・介護

健康・医療

環境・美化

教育・子育て

文化・学習

スポーツ

そのほか

防犯・防災

暮らし・税



町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは30ページに掲載しています。
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救命搬送は限りある手段

Ｖｏｌ.287

　
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
！

救
急
車
を
要
請
し
搬
送
し
た
人
の
約
半
数
は
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
の
人
で
し
た
。
救
急
車
は
「
限
り
あ
る
救
命
手

段
」
で
す
。
安
易
に
救
急
車
を
要
請
す
る
と
、
本
当
に
緊
急
を
要
す
る
人
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
救
急
車
の
適

正
な
利
用
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

誤
っ
た
利
用
が
増
え
る
と
…

　
不
適
正
な
救
急
車
の
利
用
は
、
救
え
る
命
を

救
え
な
く
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
精
華
町

消
防
本
部
は
救
急
車
が
２
台
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

限
ら
れ
た
救
急
車
を
適
正
に
利
用
す
る
に

は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
緊
急
性
の
高
い
病
気
や
ケ
ガ
を
判
断
す
る
の

は
難
し
い
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
緊

急
の
治
療
が
必
要
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
早
急
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
時
は
す
ぐ
要
請
を

・
呼
吸
や
脈
が
停
止
し
て
い
る

・
ぐ
っ
た
り
し
て
呼
び
か
け
に
反
応
が
な
い

・
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
体
が
痺
れ
て
い
る

・
痙け

い

攣れ
ん

が
治
ま
ら
な
い
、
繰
り
返
し
て
い
る

・
急
な
頭
痛
、
嘔お

う

吐と

、
目
ま
い

・
胸
痛
や
胸
か
ら
痛
み
が
移
動
す
る

・
多
量
に
出
血
し
て
い
る

・�

顔
面
（
皮
膚
）
が
蒼そ

う

白は
く

、
冷
汗
、
目
が
う
つ

ろ
、
唇
が
紫
色
に
な
っ
て
い
る

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
！

　
１
１
９
番
通
報
時
は
指
令
員
が
場
所
の
所
在

や
症
状
を
聞
き
、
必
要
に
応
じ
て
近
く
に
い
る

方
に
応
急
手
当
て
を
す
る
よ
う
に
お
願
い
す
る

こ
ん
な
救
急
要
請
は
し
な
い
で
！

・
病
院
で
長
く
待
つ
の
が
面
倒
だ
か
ら

・
入
院
・
通
院
の
た
め
の
タ
ク
シ
ー
代
わ
り

・�

子
ど
も
が
風
邪
を
ひ
い
て
病
院
に
連
れ
て
行

き
た
い
け
ど
車
が
な
い

利
用
時
の
間
違
っ
た
認
識

・�

救
急
車
を
要
請
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な
い
で
来
て
欲
し
い

※
救
急
車
は
緊
急
車
両
で
あ
り
、
法
律
で
サ
イ

レ
ン
の
吹
鳴
と
赤
色
灯
は
必
ず
点
灯
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
さ
ず
行
く
の
は
緊
急
性
が
あ
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

・�

こ
こ
の
病
院
が
良
い
の
で
、
行
っ
て
欲
し
い

※
救
急
隊
は
傷
病
者
の
病
態
を
把
握
し
症
状

に
合
わ
せ
た
一
番
近
く
の
病
院
か
ら
選
定
し
ま

す
。
掛
か
り
付
け
の
病
院
が
あ
る
場
合
で
も
症

状
に
よ
り
別
の
病
院
へ
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

応
急
手
当
の
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

救
命
講
習
（
約
三
時
間
の
講
習
・
修
了
証

カ
ー
ド
有
）
や
救
急
講
習
（
ご
希
望
の
講
習
時

間
・
修
了
証
カ
ー
ド
無
）
の
希
望
が
あ
れ
ば
、

随
時
開
催
（
日
時
、
場
所
、
受
講
人
数
な
ど
要

調
整
）
し
て
い
ま
す
。

　
受
講
し
た
こ
と
が
な
い
方
、
ま
た
以
前
に
受

講
歴
の
あ
る
方
も
復
習
と
最
新
の
手
順
を
知

り
、
大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
、
ぜ
ひ
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
講
習
に
は
受
講
計
画
書
の
提
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
受
講
希
望
の
際
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
京
都
府
で
は
、
病
院
や
診
療
所
、
薬
局
な
ど

に
関
す
る
情
報
（
救
急
医
療
）
を
収
集
し
、
総

合
的
な
健
康
医
療
情
報
を
京
都
府
が
提
供
し
て

い
ま
す
。
健
康
医
療
よ
ろ
ず
ネ
ッ
ト
（
ｔ
０
７

５

－

６
９
４

－

５
４
９
９
・
自
動
応
答
）

ｑ�

精
華
町
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係
ｔ
94

－

４

３
８
７

〇農業体験活動
　１～３年生はサツマイモ栽
培、４～５年生は稲作に取り
組んでいます。毎年、地域の
農業委員の方の協力を得て、
地域の特色である「農業体験
活動」を実施しています。

PTAの「つながり」
〇精北小夏まつり
　�　精北小ＰＴＡ役員が中心
になり、毎年７月に夏まつ
りを実施。各学年のＰＴＡ
役員・地域委員・まなび教
室・ゲートボールクラブ・
学校が共催して実施しています。本校児童のみならず、
本校入学予定児童も招待し、学校と保護者・地域・児童
がつながる取り組みになっています。

あいさつでの「つながり」
〇自ら発信する、質の高いあいさつ
　�　昨年度から、日頃お世話になっている人たちに「自ら
発信する、質の高いあいさつ」を目標に取り組んでいま
す。あいさつの輪を広げることで、日頃の感謝の気持ち
を伝えていける学校を目指しています。

　精北小学校は、本年度創立40周年を迎えました。「確か
な学力と豊かな人間性を身に付け、生きる力に結びつく行
動力・実践力のある児童の育成」を教育目標に、「深く考え
進んで実行する子」「みんな仲良く心のやさしい子」「明るく
たくましい子」を目指す児童像として教育活動を推進して
います。
　この40年間、本校は地域に根ざした教育活動を念頭に
展開しています。スクールヘルパーの登下校の見守り、農
業体験、読み聞かせボランティア、ゲートボールクラブ、
大正琴の伝承、ＰＴＡ共催の精北小夏まつりなど、どれも
地域・保護者の方々の「つながり」なくしてできない取り組
みです。今回、この特色ある「つながり」を大切にした取り
組みについてご紹介します。

地域との「つながり」
〇スクールヘルパーの見守り活動
　�　昨年度、京都府知事から
交通安全功労の表彰を受け
ました。この賞は、ボラン
ティア活動として10年以
上にわたって自主的な交通
安全活動を行い、他の模範
となる団体に贈られる賞で、町で活動されているスクー
ルヘルパーでは初めての受賞です。

「つながり」を大切にした取り組み 

精北小学校

大切な家族を守る「住宅用火災警報器」
設置場所 全ての寝室・台所・階段の天井など

消防法などにより全ての住宅で

設置が義務！
※住宅用火災警報器は10年を目安に交換しましょう！

ｑ精北小学校ｔ93－0231、精華町役場�学校教育課�学校教育係ｔ95－1906

毎
年
９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す
！
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